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【授業の概要・ねらい】

ミクロ経済学をベースとする国際貿易モデルを厳密に理解することに重点を置きます。特に、一般均衡理論をベースとして、リカー

ド・モデルとヘクシャー・オリーンモデルの仕組みとそこから導出される定理を理解します。また、これらのモデルを応用している論文

や現実への応用可能性について検討します。

後半には、規模の経済性と財のバラエティを取り入れた新貿易理論、および企業の異質性を考慮した新々貿易理論のフレームワークな

どの最新の貿易モデル、および実証研究の進展について学びます。

【授業計画】

Lecture１ イントロダクション：国際貿易理論の基礎知識

Lecture２ 一般均衡モデル：基本的なフレームワークを理解する

Lecture３ 古典派貿易理論(リカードモデル)：モデルの仮定について

Lecture４ 古典派貿易理論(リカードモデル)：比較優位

Lecture５ 新古典派貿易理論(ヘクシャー・オリーンモデル)：モデルの構造について

Lecture６ 新古典派貿易理論(ヘクシャー・オリーン)：４つの定理の導出

Lecture７ 新しい貿易理論：モデルの構造とその含意

Lecture８ 新新貿易理論：モデルの構造とその含意

【到達目標】

標準的および最新の貿易モデルの仕組みを理解することができる。

【成績評価の方法・基準】

レポート(60％)および議論への貢献度(40％)で評価します。

【教科書】

特になし

【参考書・参考文献】

○木村福成著『国際経済学入門』、日本評論社、2000年等の国際貿易理論の中級レベル以上の教科書としてよく用いられている文献

(日本語または英語のもの)を参考文献として紹介します。

また、講義中毎回、参考書や論文を分野ごとに適宜指示します。

事前に上記の参考書および以下の参考書に目を通しておいてください。

○Robert Feenstra,“Advanced International Trade： Theoryand Evidence”,2nd,Princeton UniversityPress,2015

【履修上の注意・メッセージ】

ミクロ経済学の知識が必要です。必ず事前に履修または自習しておくこと。使用する論文や資料は英文のものがほとんどですので、英

文資料が読めること。経済学の基礎知識がない人は基礎的な経済学(ミクロ経済学、経済数学)をまず履修した後にこの講義を履修してく

ださい。

【履修する上で必要な事項】

講義と受講生による報告、および演習を組み合わせて行います。

【履修を推奨する関連科目】

ミクロ経済学、経済数学

【授業時間外学修についての指示】

必ず事前に指定された論文を読み十分に予習すること。特に、数学を多く用います。経済数学の参考書等を用いて事前に十分な予習を

すること。

【その他連絡事項】

ミクロ経済学および経済数学の知識が必要です。必ず事前に履修または自習しておくこと。使用する論文や資料は英文のものがほとん

どですので、英文資料が読めること。経済学の基礎知識がない人は基礎的な経済学(ミクロ経済学、経済数学)をまず履修するか、または

十分に自習した後にこの講義を履修してください。

【授業理解を深める方法】

授業の講義に沿った重要文献を指示しますので受講生はその論文等を事前に読んだうえで解説・議論を行う発表形式も取り入れます。
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